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秋の七草キキョウ
日当たりのよい草地に生え

るキキョウ。枝分かれした茎

の頂に、 一つずつ背紫色や白

色の花を横向きに咲かせる端

正な姿が好まれ、古くから衣

装や道具などの紋様にも使わ

れてきました。根は薬用、若

苗は食用にもされ ます。
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第44回市民総合体育大会正式種目
種 場

市民スポーツ広場
見附台体育館

平塚総合体育館

平塚総合体育館

市民スポーツ広場
大井射撃場

パールレーン
軟式庭球場

平塚総合体育館

平塚競輪場

浜岳中学校体育館

平塚総合体育館

市民スポーツ広場
平塚競技場

桃浜町庭球場

総合公園はらっば

.o.. 
ヨロ医

予備

。。
予備
予備
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9日

10日。。
3日

0
0
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0
 
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
 

自

軟式野球

パスケット
バレーボール
剣道

ソフ トボール
射撃

ボウリング
ソフ トテニス
柔道

自転車

ノTドミントン
卓球

サッカー
陸上競技

テニス
ゲートボール

第
四
十
四
回
市
民
総
合
体
育
大
会
は
、
九
月
三
日

(臼
)
と

十
巴

(巴
)
を
申
山
に
、
市
内
各
会
場
で
開
か
れ
ま
す
。
陸
上

競
技
な
ど
十
六
種
目
(
正
式
種
目
)
で
熱
戦
ガ
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
地
区
優
勝
の
だ
め
に
ガ
ん
ば
る
選

手
の
み
な
さ
ん
に
温
か
い
ご
声
援
を
お
贈
り
<
疋
さ
い
。

四
千
六
十
四
人

の
選
手
が
出
場

市
民
総
合
体
育
大
会
は
、
多

く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
を
つ
く

り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康

で
明
る
い
心
身
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
地
域
住
民
の
親
ぼ
く
の
た

め
に
聞
か
れ
る
地
区
対
抗
の
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。

今
年
は
、
九
月
三
日
(
回
)

と
九
日
(
土
)
、
十
日
(
日
)
の

三
日
間
に
わ
た
り
、
上
図
の
よ

う
に
総
合
体
育
館
を
中
心
に
平

塚
競
技
場
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
広

場
、
平
塚
球
場
、
見
附
台
体
育

館
な
ど
、
十
ニ
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は

昨
年
の
総
合
体
育
館
で
は
な
く

浜
岳
中
学
校
体
育
館
で
、
射
撃

は
伊
勢
原
射
撃
場
が
工
事
中
の

た
め
、
大
井
射
撃
場
で
行
わ
れ

ま
す
。競

技
植
田
は
、
得
点
の
対
政

と
な
る
十
六
の
正
式
種
目
と
、

得
点
の
対
象
に
な
ら
な
い
三
つ

の
公
開
種
目
(
水
泳
、
空
手
、

弓
道
)
が
あ
り
ま
す
。

競
技
方
法
は
、
み
な
さ
ん
お

な
じ
み
の
地
区
対
抗
戦
で
、
す

で
に
選
手
は
エ
ン
ト
リ
ー
さ

れ
、
今
年
は
二
十
四
地
区
か
ら

延
べ
四
千
六
十
四
人
の
選
手
が

参
加
し
ま
す
。

金
目
地
区
は

連
覇
を
ね
ら
う

今
年
は
、

昨
年
に
続
き
連
朝

を
ね
ら
う
金
目
地
区
、
四
十
一

回
・
四
十
二
回
大
会
と
連
覇
し

て
い
る
中
原
地
区
、
昨
年
と

一

昨
年
が
二
位
と
安
定
し
た
成
締

の
旭
北
地
区
な
ど
、
優
勝
争
い

は
例
年
に
な
く
大
混
戦
が
子
想

さ
れ
ま
す
。

各
地
区
の
選
手
た
ち
の
熱
い

戦
い
ぶ
り
に
、
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

体
育
振
興
会
ガ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

市
民
総
合
体
育
大
会
の
チ
ー

ム
編
成
は
、
地
区
体
育
振
興
会

単
位
(
公
民
館
単
位
)
で
組
織

さ
れ
、
体
育
振
興
会
は
、
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
選
手
の

発
掘

・
育
成

・
指
導
、
地
域
住

民
の
ふ
れ
あ
い
と
親
ぼ
く
な
ど

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
事
前
に
、
球
技
大
会

や
選
考
会
な
ど
を
聞
き
、
各
種

目
の
選
手
を
集
め
る
な
ど
、
縁

の
下
の
力
持
ち
的
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
体
育
課
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m
l
3
0
6
0
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伏
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甘
ち
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4

宇

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
要

凡

望
、
ご
意
見
、
ご
提
言
な
ど
を
市
政
に
反
比

映
す
る
た
め
、
市
長
へ
の
手
紙
を
始
め
、
投

削

曹
、
広
聴
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

令

四
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
電
話
を
利
用

r

す
る
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
に
、

「
私
の
提
案、

市
民
の
戸
」
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ド
を
設
け
、

一十

二
十
四
時
間
留
守
番
電
話
方
式
で
ご
意
見

τ

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ぺ

そ
し
て
こ
の
度
、
近
年
の

一
般
家
庭
へ
似

の
目
覚
ま
し
い
フ
ァ
ク
ス
の
普
及
を
考
慮

-移ι， 
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事
句
作

し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
正
確
に
手
軽
い…

に
市
政
へ
の
提
言
を
二
十
四
時
間
送
る
こ

持

と
の
で
き
る
フ
ァ
ク
ス
制
度
を
、
九
月
一

1

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

引

た。

事

こ
の
フ
ァ
ク
ス
の
愛
称
は
、
市
の
花
U
M

d
で
し
こ
。
に
ち
な
ん
だ

「な
で
し
こ
衿

フ
ァ
ク
ス
」
で
、
み
な
さ
ん
に
親
し
ん
で

レハ

い
た
だ
き
、
多
く
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

札

て
い
ま
す
。
な
お
、
料
金
は
市
の
負
担
と

勺-P
ν
 

な
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
採
用
し
、
番
号

-

広

で

し

ζ

7

ア
タ
ス

‘ふ

は「
0
1
2
0
|
7
0
4
5
8
9」
で
す
。

谷

ご
ろ
合
わ
せ
で
記
憶
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
多
品

く
の
提
言
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

山小

な
お
、
九
月

一
日
か
ら

一
か
月
間
は
、

ぉ

防
災
計
画
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

同

め
、
特
に
防
災
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご

t

提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

パ

「
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス
」
に
つ
い
て
の

Y

お
問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
広
聴
課
広
聴
担

J

当
(
内
線
3
5
5
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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5
地
観
に
お
け
る
生
活
謀
題
を

学
ぶ
5一

定
員
別
人

マ
日
程
日
月
7
日
1
2
月

μ

日
の
土
昭
日
、
金
問
回

マ
時
間
午
後
1
時
初
分
5
3

時
却
分

マ
講
師
村
井
由
里
子
さ
ん
ほ

カ
{能
鑑
賞
入
門
5
能
を
楽
し
く

見
る
た
め
に
1
一

定
員
印
人

マ
日
程
日
月
8
日
1
3
月
幻

第 558号

市民アカデミ_rフ ァミリーク ッキ ングJ

臼
の
水
曜
日
、
全
叩
回

マ
時
間
午
前
日
時
S
U
時

マ
講
師
観
世
流
能
楽
師
加

藤
良
悟
氏

{漢
詩
を
よ
む
}
定
員
印
人

マ
日
程
叩
月
6
日

3
1
月
初

日
の
金
曜
日
、
全
8
回

マ
時
間
午
後
6
時
泊
分
3
8

時
却
分

マ
講
師
文
教
女
子
短
期
大
学

講
師
佐
々
木
良
氏

-
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー

{
市
民
法
律
講
座

3
身
近
な
法

律
入
門
5
}
定
員

ω人

マ
日
程
叩
月
口
日
5
幻
自
の

火
・
木
昭
目
、
全
5
回

マ
時
間
午
後
6
時
加
分
1
8

時
却
分

マ
講
師
弁
誼
土
石
井
幹
夫

氏
ほ
か

{水
墨
画
入
門
5
四
条
円
山
派

の
初
歩
を
学
ぶ
1
}
定
員
初
人

マ
日
程
叩
月
比
日
1
3
月
2

日
の
土
曜
日
、
全
日
回

マ
時
間
午
前
日
時
3
U
時

マ
鵠
師
竹
縮
会
・
樟
会
主
宰

櫛
谷
純
園
氏

{
成
人
病
予
防
医
学
講
座
}
定

員

ω人
マ
日
程
凶
月
5
日
1
3
月
幻

自
の
火
・木
・金
昭
目
、
全
日
回

マ
時
間
午
前
叩
時
'
S
U
時

マ
講
師
市
民
病
院
医
師

。
申
込
方
法

は
が
き
に
希
望

コ
l
ス
名
(
1
人
1
枚
1
コ
ー

ス
、
-
人
2
コ
1
ス
ま
で
)
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
官
話
番
号
、

勤
務
先
を
記
入
し
、
9
月
日
日

(祝
)
ま
で
に
中
央
公
民
館
(
〒

加
平
塚
市
追
分
1
|
初
、
宮
山訓

1
2
1
1
1
)
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。
な
お
、
定
員
を
超
え
た

と
き
は
抽
選
と
な
り
ま
す

。
合
同
開
講
式
9
月
凶
日

(
金
)
午
前
日
時
5
、
中
央
公

民
館

自
転
車
競
技
教
室
に

か
な
が
わ

・
ゆ
め
国
体
平
塚

市
実
行
委
員
会
で
は
、
昨
年
に

続
き
、
中
・
高
校
生
を
対
象
に

自
転
車
競
技
(
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー

ス
)
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
平
成
十
年
の

「か
な
が
わ
・
ゆ
め
国
体
」
で

平
塚
市
が
会
場
と
な
る
自
転
車

競
技
へ
の
関
心
を
市
民
の
み
な

さ
ん
に
高
め
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

官電話線の被害調査に機動 '

カを発鐸/.rシーガル隊J

l"!一一電 力の 復旧 訓練

一 一

当
日
は
、
競
技
選
手
の
模
範

演
技
を
見
学
し
た
後
、
実
際
に

競
輪
場
内
を
走
り
ま
す
。
な
お
、

参
加
者
全
員
に
昼
食
、
記
念
品
、

記
録
証
を
配
布
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
日
月
お
臼
(
土
)
午

前
9
時
初
分
競
技
開
始
、
雨
天

の
と
き
は
却
日
(
日
)

マ
会
場
平
塚
競
輪
場

マ
競
技
種
目
千
れ
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
、
追
い
抜
き
競
走

マ
対
象
中
学
生

・
高
校
生

前
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
期
限
叩
月
6
日
(
金
)

マ
申
込
先
国
体
準
備
室
(
宮

お
1
8
1
2
5
)

浅
間
祭
ス
テ
ー
ジ

参
加
者
を
募
集

十
月
二
十
一
日
と
二
十
二
日

に
聞
か
れ
る
浅
間
祭
の
ス
テ
ー

ジ
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

9月の移動図書館の日程

29日・ 13:00へ-14: 00 

29日・ 15: 00~16 : 00 

19日 ・13: 00~13 : 50 

19円・ 14: 1O~14 : 40 

19日・ 15: 10~16 : 10 

20日・ 15: 00~16 : 00 

21日・ 13: 00~13 : 30 

21日 ・13: 40へ-14: 30 

21 B • 15 : 00へ-16: 00 

22自 ・13: 30~14 : 30 

22日・ 15: 00~16 : 00 

26日・ 13: 00~14 : 00 

26臼 ・14: 30~15 : 20 

26日・ 15: 30~16 : 00 

27日 ・15: 00~16 : 00 

28日・ 13: 30~14 : 30 
28日・ 15: 00~16 : 00 
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マ
募
集
グ
ル
ー
プ

①
ダ
ン
ス
(
ダ
ン
ス
、
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
等
)

4
グ
ル
ー
プ
、
ー
グ
ル
ー
プ
初

分
以
内
(
準
備

・
片
付
貯
含
む
)

②
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
(
手
品
、

パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
漫
才
等
)

4

グ
ル
ー
プ
、
ー
グ
ル
ー
プ
初
分

以
内
(
準
備
・
片
付
け
含
む
)

③
バ
ン
ド
4
グ
ル
ー
プ
、
ー
グ

ル
ー
プ
刊
分
以
内
(
準
備

・
片

付
目
含
む
)

マ
申
し
込
み
9
月
n
日
(
金
)

ま
で
に
、
出
演
申
込
岱
(
背
少

年
会
館
に
あ
る
)
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
活
動
状
況
を

同
封
し
て
(
バ
ン
ド
の
場
合
は

2
曲
ほ
ど
入
っ
た
デ
モ
テ
l
プ

も
同
封
)
、
浅
間
祭
実
行
委
員

消防職員採用のご案内

。 受験資格 ①昭和45年 4月 2日以降に生ま

れた方で、高等学校卒業以上の学歴(ただし、大

学 ・大学院は除く)のある方(平成8年 3月卒

諜見込みの方を含む)、②身長155cm、体重45kg
以上の方、③両眼とも裸眼視力0.6以上、または |

0.1以上で矯正視力が1.0以上の方、④色党、聴 |

カが正常な方 | 

O第 1次民験 9月24日(日)

。 申 し込み 9月 8日(金)までに消防本部庶

務課に用意しである申 込 暫 に 必 要 事 項 を 記 入

して、本人が同課へ直援持参する

。問い合わせ先消防本部庶務課(内線387)

※大学卒業者(平成 8年 3月卒業見込みの方を

含む)の募集は終了しました

4名程度。募集人員

会
事
務
局
(
宮
泣
|
7
0
2
9
)

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

-
中
央
公
民
館
2
階
(
宮
担

|

2
1
1
1
)
 

{ネ
パ

1
ル
展
(
絵
画
)
】
9
月

2
日
(
土
)
3
3
日
(
日
)

【玄
倉
社
書
展
}
9
月
7
臼

(木

)
t
m日
(
日
)

{中
学
校
技
術
家
庭
科
作
品
展
}

9
月
日
日
(
水
)
3
M
日
(
木
)

{竹
翠
会
南
画
展
(
絵
画
)
}

9
月
四
日
(
火
)
5
M
臼
(
臼
)

{
中
学
校
社
会
科
作
品
展
}

9
月
羽
日
(
木
)
s
m
日
(
金
)

ル
Q
'
¥句
1
0

0

a国
司

Ao
-

-

。一

市
民
プ
ラ
ザ

h

'

'

m
九

vυ
明

a

・

1
0
l
f
h
t
 

(g
n
l
6
3
2
9
)
 

{ふ
お
と
ゅ
う
写
真
展
}
9
月

5
日
(
火
)
ま
で

{湘
南
漫
歩
パ
ネ
ル
展
}
9
月

7
日
(
木
)
i
u
日
(
火
)

{水
美
臼
彩
会
展
}
9
月
H
日

(
木
)
3
四
日
(
火
)

{平
塚
市
児
童
生
徒
創
意
く
ふ

う
展
}
9
月
幻
自
(
木
)
3
m

臼
(
火
)

{第
初
回
平
塚
市
社
会
福
祉

展
}
9
月
初
日
(
木
)
i
m
月

3
日
(
火
)

m400W睦t!tW女I1生会議報2里会あな疋の声を広聴パ|、ローJレ
今 年 9月、北京で国連世界女性会識が開か

れます。そとで今回は北京会騒のホットな情
報をお話しいただきます。入場無料。

とき 10月14日佳)
午後 1時30分......3時

ところ ひらつかスカイプラザ
(平塚MNピル11階)

星野昌子さん
(かながわ女性センタ ー館長)

・定員先着200人
-申し込み 10月 6日幽までにはがきで女性
行政推進室(〒254 平塚市宝町 3-1MNピ
ルひらつかスカイプラザ内、 宮 21-7500) へ。
手話通訳、 2歳以上の幼児の保育を希望する
方は、はがきにと記入ください。

講師

/ 

中
央
公
民
館
で
は
、
二
十
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、
平
成
七

年
度
の
後
期
市
民
大
学
講
座

・

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
の
受
純
生
を

募
集
し
ま
す
。
な
お
、
教
材
賀

は
三
百
円
(
水
墨
画
入
門
は
道

具
・
資
料
代
で
別
に
一
万
円
程

度
か
か
る
)
で
す
。
習
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

-
市
民
大
学
講
座

一
女
と
男
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

総
騎
倉
輪
開
策
劃

八
月
二
十
七
日
(
臼
)
、
総
合

公
園
で
、
総
合
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
宇

宙
食
の
試
食
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

復
旧
訓
練
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
被
害
調
査
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ふじみ野商1苫街

旭陵中学校

港 小学校

海 宝 寺

盟国公民館

松が丘公民館

城島小学校

城島公民館

岡崎小学校

浄心寺

金田公民館

土屋小学校

吉沢小学校

吉沢公民館

松延小学校

金目小学校

みずほ小学校

/ 市民のみなさんのご意見やご要望

などを個別にお聴きし、市政に反映

させます。お気軽にご利用ください。

く)9月12日(火)
• 19時......21時岡崎公民館

く)9月13日(水)
• 10時......12時富士見公民館

・19時......21時 グ

広報広聴醗広聴担当{内線355)。問い合 わせ先



第 558号

自
由
U
日
日
日
ロ
白
白

抱
一く
さ
ん
の
ふ
れ
あ
川
い
を

広報ひらつか

動
物
の
愛
護
と
正
し
い
飼
い

方
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深

め
る
た
め
、
九
月
二
十
日
か
ら

二
十
六
日
は
、
動
物
愛
護
週
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
乙
の
期
聞
に
「
動

物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
神
奈
川
百

i
n
ひ
ら
つ
か
」
が
、
総
合
公

闘
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

平成ア年9月 司 自(3) 

な
お
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の

来
場
の
場
合
は
、
ふ
ん
の
後
始

末
な
ど
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

9
月
M
日
(
日
)
午

前
9
時
初
分
1
午
後
4
時

マ
会
場
総
合
公
園

マ
内
容
児
童
作
品
の
展
示
、

タ
レ
ン
ト
犬
演
技
、
わ
ん
わ
ん

パ
レ
ー
ド
、
ミ
ニ
動
物
園
、
ミ

ニ
S
L、
ポ
ニ
l
コ
ー
ナ
ー
、

卵
の
つ
か
み
取
り
大
会
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
衛
生

管
理
課
(
内
線
2
4
0
)

身
体
障
害
者
の

補
装
具
相
談
が

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
待
ち

の
方
を
対
象
に
、
補
装
具
の
巡

.. ‘
 

圃

E'
•••• 

回
相
談
が
聞
か
れ
ま
す
。

マ
相
談
日

・
耳
鼻
科

9
月
初
日
(
水
)

・
整
形

9
月
お
臼
(
月
)

マ
時
間

午

後

1
時
1
2時

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
障
害
福
祉

課
(
内
線
2
2
2
)

介
護
者
つ
ど
い

参
加
者
の
募
集

家
庭
で
寝
た
き
り
、
痴
同
ね
な

ど
の
お
年
寄
り
を
介
離
さ
れ
て

い
る
方
を
対
象
に
、
介
護
の
悩

み
を
み
な
さ
ん
で
話
し
合
い
、

温
泉
に
つ
か

つ
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
た
だ
く
、
赤
い
羽

根
介
護
者
の
つ
ど
い
へ
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

マ
日
程
日
月
幻
自

(火

)
1

2
日
(
水
)
1
泊
2
日

マ
場
所
ホ
テ
ル
お
か
だ

(箱

根
湯
本
温
泉
)

マ
定
品
目
人

(先
着
順
)

マ
参
加
費

1
人
三
千
円

マ
申
し
込
み

9
月
初
日
(
水
)

ま
で
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

(宮
お
l
2
3
3
3
)
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

聴
覚
障
害
者
フ
ァ
ク
ス
無
料
に

九
月
一
白
か
ら
、
市
内
に
お

住
ま
い
の
聴
覚
障
害
者
お
よ
び

言
語
機
能
障
害
者
が、

市
役
所

本
庁
舎
と
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
設
置
の
コ
イ
ン
フ
ァ
ク
ス

を
無
料
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
(
営
利
目
的
以
外

に
限
る
)。

はがきに赤ちゃんの氏名、性別、生年月日と両親の住

所、氏名、年齢、亀話番号、会社名を記入のうえご応

募ください。対象は 1歳未満の赤ち ゃんです。応募

されたはがきは日掲載分は26日~10日締め切り、
15 日掲載分は11 日 ~25日締め切り) は、抽選に
より広報紙に掲載します。今回は10人応募。

会送り先 〒254平塚市浅間町 9- 1

平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステージJ係

な
お
、
ご
利
用
の
際
は
、
障

害
福
祉
課
ま
た
は
駅
前
市
民
窓

口
セ
ン
タ
ー
受
付
に
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
提
示
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
障
害
福
祉

課
(
内
線
2
2
1
)

医
療
費
の
お
知
ら
せ

そ
こ
で
、
実
際
の
医
療
費
が

ど
の
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る
の

か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

今
年
も
、
個
人
で
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
額
と
国
民
健
康
保
険

で
支
払
っ
た
額
の
合
計
(
受
診

さ
れ
た
医
療
費
の
額
)
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
受
診
の
際

の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
時
期
(
内
容
)
対
象
世
帯
数

・
9
月
初
旬

(
7
年
5
月
受
診

分
)
五
千
世
帯

・日
月
初
旬

(
7
年
7
月
受
診

分
)
四
千
世
帯

-
8年
1
月
初
旬

(7
年
日
月

受
診
分
)
四
千
世
帯

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
険
年
金

課
給
付
係

(内
線
2
4
7
)

保
健
医
療
の

セ
ミ
ナ
ー
に

健
康
教
室
で
予
防
を

市
で
は
、
成
人
病
予
防
の
た

め
の
健
康
教
室
を
聞
き
ま
す
。

詳
し
い
持
ち
物
、
内
容
な
ど

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
(
宮
M
1

0
3
1
1
)
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

{
高
脂
血
症
予
防
教
室
①
}

マ
日
程
、
内
容

①
9
月
ロ
日
(
火
)
講
義

②
9
月
幻
自
(
木
)
グ
ル
ー
プ

ワ
l
ク

③
9
月
幻
自
(
水
)
運
動

④
叩
月
4
日

(
水
)
調
理
実
習

マ
時
間

午
後
1
時
加
分
5
3

時
却
分

(
④
の
み
午
前
日
時

ー
午
後
2
時
)

マ
会
場
大
野
公
民
館

マ
定
員
④
の
み
加
入
で
9
月

幻
自
(
水
)
ま
で
に
、
大
野
公

民
館
(
告
白
|
O
7
1
1
)

へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

{高
脂
血
症
予
防
教
室
②
}

マ
日
程
、
内
容

①
9
月
M
日
(
木
)
講
義

②
9
月
お
臼

(
木
)
グ
ル
ー
プ

ワ
l
ク

③
同
月
ロ
日

(
木
)
調
理
実
習

④
叩
月
初
日
(
木
)
運
動

マ
時
間

午
後
1
時
却
分
1
3

時
却
分
(
③
の
み
午
前
叩
時

建設

⑨
-
@
・
@
e
@
e
@
+
@
'

@

上
が
対
象
)
。
費
用
は
一
部

伽

を
除
き
、
所
得
に
応
じ
て
利

川

用
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
き

が

ま
ず
。

ゆ

在
宅
介
護
は
単
に
お
世
話

③

を
す
る
と
い
う
だ
貯
で
は
な

W

A

在

宅

老

人

保

健

福

祉

サ

ー

ビ

ス

を

く
、
高
齢
者
が
そ
の
人
な
り

e

に
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

⑥

れ

Q

体
の
弱
い
高
齢
者
を
抱
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ょ
う
支
え
る
と
い
う
心
構
え

れ

川

え
て
い
ま
す
。
援
助
制
度
や
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
状

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
主
婦

ψ

刊

介
護
の
心
構
え
に
つ
い
て
教
況
を
手
助
凶
り
す
る
た
め
に
、
や
配
偶
者
だ
貯
が
介
護
す
る

“

刊

え
て
く
だ
さ
い
。

「

平

塚
市
在
宅
老
人
保
健
福
の
で
は
な
く
、
家
族
や
子
供

時

。
A

高
齢
者
や
病
人
の
在
宅
祉
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
し
て
た
ち
が
協
力
し
あ
っ
て
取
り

@

臥

介
護
・看
護
は
、
家
庭
で
家
族
い
ま
す
。
と
の
サ
ー
ビ
ス
は
組
み
ま
し
ょ
う
。

M

れ

が
担
う
こ
と
が
基
本
で
す
。
十

一
種
類
あ
り
、
高
齢
者
の
詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課

川

れ

し
か
し
、
長
く
介
護
を
続
け
体
力
や
生
活
能
力
、
家
庭
の
(
内
線
2
1
9
)
も
し
く
は
、

パ

・

る
中
で
体
の
機
能
が
低
下
し
状
況
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
伸
生
会
(
宮
出
1
6
9
7
9
)
、

@

吋

た
り
、
家
庭
の
事
情
に
よ
り
組
み
合
わ
せ
ご
利
用
い
た
だ
ロ
l
ズ
ヒ
ル
(
宮
田
1
1
6
6

'

ゆ

家
族
だ
廿
で
の
介
護
が
難
し
け
ま
す
(
概
ね
六
十
五
歳
以

7
7
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

i
f

⑨

e
@
e
@
'
@
e
@
・
@
'
@
・
@
'
@
・
@
+
⑨
・
@
a'
@
e
@
e
@
+
@
e
@
，
⑥

仇

w
亀
日
ゆ
⑬
留
m刷

ー
午
後
2
時
)

マ
会
場

松
が
丘
公
民
館

マ
定
員
③
の
み
お
人
で
叩
月

3
日
(
火
)
ま
で
に
、
松
が
丘

公
民
館
(
宮
お
|
6
3
1
1
)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

{
骨
組
し
よ
う
症
予
防
教
室
}

マ
日
程
、
内
容

①
9
月
8
日
(
金
)
購
接

②
9
月
M
日
(
木
)
運
動

マ
時
間
午
後
1
時
却
分
1
3

時
泊
分

マ
会
場

神
田
公
民
館

{
歯
の
健
康
教
室
}

マ
日
時

9
月
日
日
(
水
)
午

後
1
時
却
分
3
3時
初
分

マ
会
場
須
賀
公
民
館

マ
内
容
歯
の
講
演
ほ
か

マ
費
用
一
千
二
百
円
(
テ
キ

ス
ト
代
と
材
料
代
)

マ
申
し
込
み
平
塚
保
健
所

(宮
認
|
0
1
3
0
)

が
ん
検
診
は
早
め
に

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い

の
方
を
対
象
に
、
が
ん
の
集
団

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
が
若
干
空
い
て
い
ま
す
の

で
、
ま
だ
の
方
は
早
め
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

残
り
の
日
程
等
詳
し
く
は
、

健
康
課
(
内
線
2
6
0
)
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

叡
老
感
謝
写
真

の
無
料
撮
影
を

県
写
真
師
会
で
は
、
七
十
七

歳
の
方
(
大
正
七
年
生
ま
れ
の

方
)
を
対
象
に
、
喜
寿
の
お
祝

い
の
写
真
を

一
人
一
枚
無
料
で

撮
影
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
年
齢
を
証

明
す
る
手
帳
等
を
お
持
ち
に
な

り
、
県
写
真
師
会
加
盟
の
写
真

館
(
庖
顕
に
敬
老
感
謝
写
真
撮

影
の
庖
の
ポ
ス
タ
ー
を
提
示
)

へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
内
の
加
盟
庖
等
群
し
く
は

高
齢
福
祉
課
(
内
線
2
1
1
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

販
売
士

3
級
の

資
格
取
得
講
座

円

v
日
程

日
月
M
日
1
2月
幻

日
の
う
ち
幻
自
問

マ
時
間
午
前
9
時
却
分

1
午

後
3
時
却
分

マ
会
場
勤
労
会
館

マ
定
員
刊
人

マ
内
容
小
売
業
の
販
売
員
と

し
て
の
基
礎
的
な
知
識
と
技
術

の
修
得
と
資
格
取
得

マ
教
材
費

四
千
八
百
円

マ
申
し
込
み

凶
月
日
日
(
月
)

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

志
望
動
機
を
記
入
の
う
え
、
小

田
原
労
働
セ
ン
タ
ー
「
販
売
士

資
格
取
得
講
座
」
(
〒

m小
田

原
市
久
野
印
、

宮
0
4
6
5
l

お
|
3
5
5
7
)
へ
お
送
り
く

だ
さ
い

留島廊ロル守窃~~z2P容献血lこ孟脇1JをEf

毎 年9月 9日は「救急の日」。今年の「救

急医療週間」はこの臼を含む 9月 3日から

9日までです。それに併せて市でも救急

フェアを聞きます。

9月7日(木)、 8日(金)
午前10時~午後4時

市役所市民ホール
パネルの展示、救急資器材の展示、

心肺蘇生法の実技

-問い合わせ消防磐響備第 l醜 (内線619)

日時

く〉街頭献血予定日

① 9月8日(金)紅谷パールロード

② 9月9日(土)

③9月19日(火)

④9月23日(祝)

以上献血時間は

午前10時30分~午後4時まで

マ
会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識

マ

定

員

別
人

(
先
着
順
)

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
マ
内
容
①
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト

め
、
保
健
医
療
セ
ミ
ナ
ー
を
開
ロ
ー
ル
は
い
か
に
し
て
生
ま
れ

き

ま

す

。

る

か

・

運

動

と

体

の

ツ
ボ
の
話

マ
日
程

9
月
初
日
(
水
)
、

日

②
腰
痛
症
、
顕
両
腕
症
候
群
、

月
四
日

(水
)
、

日

月

刊

日

ウ

ォ

1
キ
ン
グ
③
脳
血
管
障

国
民
健
康
保
険
で
受
診
さ
れ
(
金
)
、

m日
(

水

)

害

に

つ

い

て
・
ハ
l
プ
と
健
康

る
医
療
費
は
、
毎
年
増
加
し

て

マ

時

間

午

後

1
時
却
分
1
3

④
狭
心
症
と
心
筋
概
叡
に
つ
い

い
ま
す
。

時

却

分

て

・

ハ
1
ブ
と
健
康

// 

// 

// 

場所

内 容
ロご協力ありがとうございました く8月分〉
東京包力側神崇川支l苫平塚工務所、富士チタン工業側平塚工場、田中貴金属工総(槻
平塚工場、神苦笑川県農協 教育センター、開 不二 家平塚工場、神奈川県湘南地区行政
センタ一、日本エアー フィルター側、住友盤機械工業側総合技術研究所



(4) 

平塚球場

平成ア年9月 1日

事
お
伶
VAuamwE

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催

広報ひらつか

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
は
、

各
種
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

に
、
教
室
・
コ
1
ス
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
へ

お
送
り
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
、
ス
ト
レ
ッ

チ
教
室
は
、
総
合
体
育
館
、

見

附
台
体
育
館
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
に
あ
る
申
込
冊
目
に
五
十
円

切
手
を
添
え
て
、
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
は
が
き
は
、
一

人
に
つ
き

一
枚
ま
で
有
効
で
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

※
申
込
期
限

9
月
7
日
(
木
)

{第

2
回
女
性
卓
球
教
室
}

マ
日
程

9
月
初
日

i
m月
お

日
の
水
曜
日
、
会
5
回

マ
時
間
午
前
9
時
却
分

3
ロ

⑪ 
)'(li 

9 
月

第 558号

時マ

会

場

見
附
ム
ロ
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の
女
性

マ
コ
1
ス
と
定
員

・
初
級
、
お
人

・
中
級
、
お
人

マ
参
加
料
三
千
円

{第

2
回
戸
フ
戸
ピ
ク
ス
教
室
}

マ
日
程

9
月
初
日

3
m月
初

日
の
毎
週
木
曜
日
、
全
5
回

マ
時
間
午
後
2
時
却
分
1

3

時
却
分

マ
会
場
総
合
体
育
館
ブ
1
ル

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の
女
性

マ
定
員
お
人

マ
参
加
料
四
千
円

{第

2
固
ジ
ャ
ズ
ア
サ
イ
ズ
教

室
}

マ
日
程

叩
月
6
臼

5
2月
日

。 イースタンリーグ 公 式戦(有料)

5日13時横浜×日本ハム

• 6目、 7日18時横浜×ヤクルト

・12日、 13臼13時 横浜×西武

。その ほかの主な大会

• 9臼 8時 日本リ トル リ ー グ 県 連 盟

・10日 8時市民総合体育大会(軟式

野球)

-
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
先

@
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

一T
加

平
塚
市
大
原
1
1
1、
平
塚
球

場
内
(
宮
部
l
0
1
0
2
)

。
体
育
課
一

Tm平
塚
市
大
原

1
1
1
、
平
塚
球
場
内
(
宮
況

1
3
0
6
0
)
 

日
の
金
曜
日
、
全
日
回

マ
時
間

午
後
6
時
初
分

1
7

時
初
分

マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の
四
歳
以
上
の
方

マ
定
員

印
人

マ
参
加

料

七

千

円

{第

3
回
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
一

マ
日
程

'刊
月
ロ
日

1
ロ
月
M

日
の
火

・
木
曜
日
、
全
国
回

マ
コ

1
ス
と
時
間

・
第
1
コ
l
ス
(
国
歳

5mw歳
)

午
前
9
時
初
分

i
u時

・
第
2
コ
l
ス
(
印
歳

1ω
歳
)

午
前
日
時

1
ロ
時
却
分

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の
四
歳

5ω
歳
の

女
性

マ

定

員

各

コ
1
ス
と
も
百
八

十
人

マ
参
加

料

四

千
円

{
第

2
回
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
}

マ
日
程

日
月
口
臼

i
u月
5

日
の
毎
週
火
曜
日
、
会
8
回

マ
時
間

午

後

1
時

1
2時

マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の

ω歳
1ω
歳
ま

で
の
女
性

や@
~(lì 

平嫁競技場

マ
定
員
印
人

マ
参
加
料
一
一
一
千
五
百
円

実
業
団

に
よ

る
体
育
大
会

市
内
の
事
務
所
、
事
業
所
で

編
成
し
た
チ
1
ム
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
、
第
三
十
二
田
市
内
実

業
団
対
抗
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
申
し
込
み
は
直
接
体

育
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
込
期
限

9
月
初
日
(
火
)

マ
日
程
日
月
日
日
(
日
)
、

幻
自

(
日
)

マ
会
場
見
附
台
体
育
館
ほ
か

マ
参
加
料
無
料

マ
競
技
種
目
と
規
定

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
9
人

制
、
監
督

・
コ
ー
チ

・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
各
1
人
、
選
手
ロ
人
、

3
セ
ッ
ト
幻
点
ゲ
1
ム

-
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
(
男
子
)

監
督
1
人
、
選
手
目
人
、
加
分

ハ
1
フ
、
初
秒
ル
ー
ル
、
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
は
同
色
を
器
用

-
卓
球

シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ

ル

ス

(
男
子
の
み
)
、
監
督

1

人
、
選
手

6
人、

3
セ
ッ
ト
幻

点
ゲ
l
ム

-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

シ
ン
グ
ル

ス
、
ダ
ブ
ル
ス
、
監
督
1
人、

選
手
5
3
7
人
、
四
ポ
イ
ン
ト

3
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

-
テ
ニ

ス

ダ

ブ
ル
ス
、
監
督

1
人
、
選
手
(
男
子

6
5
m人、

女
子

4
3
ロ
人
)
、

8
ゲ
1
ム

。 」リーグ

・2日19時

• 9日19時

・23日15時

マ
ッ
チ

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ダ
ブ
ル
ス、

監
督
1
人
、
選
手
6
人、

7
ゲ

ー
ム

・
サ
ッ
カ
ー

(
男
子
)
監
督

1
人
、
選
手
目
人
、
泊
分
ハ
l
フ

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

教
育
委
員
会
で
は
、
各
租
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み

は
、
直
接
体
育
課
で
受
目
付
げ

ま
す
。

{
第
お
回
女
性
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
}

マ
日
時

9
月
幻
自
(
木
)
午

前
9
時

1
、
雨
天
の
場
合
は
お

日

(
月
)

マ
会
場

桃
浜
町
庭
球
場

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
の
既
婚
、
ま
た
は
却
歳
以
上

の
女
性

マ
競
技
方
法
ダ
ブ
ル
ス
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
、

6
ゲ
1
ム
先

取
、
使
用
球
は
ダ
ン
ロ
ッ
プ
フ

ォ
1
ト
球
(
各
自
1
個
持
参
)

マ
参
加
料

無

料

※
申
込
期
限

9
月
日
日
(
水
)

{第
羽
回
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
}

マ
日
時

日

月

5
日

(木
)

午
前
9
時
初
分
1

マ

会

場

見
附
台
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
の
既
婚
、
ま
た
は
初
歳
以
上

の
女
性

マ
競
技
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
、
幻
点
3
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

二知識--ー.-崎、ツスポ
楽しくスポーツ観戦するために

ダブルボランチ(サッカー)

昨年のセカンドステージ、ベルマーレ

平塚大間進の秘密」一一そこにはニカノー

ルコーチの秘作 「ダブルボランチ」 が あ

った。

中盤の 2人(エジソン、田坂両選手)

が守備側に寄り、守備的ミッドフィール

ダー(ボランチ)となる。この 2人(ダ

ブル)のボランチが相手チームの攻撃i選
手を取り囲み、攻~の芽を摘んでゆく。

そして、ボールを狩ったダブルボラン

チがペルマーレ平塚得意の攻躍サッカー

の起点となる。

ー
チ
1
ム
ロ

マ
チ
1
ム
編
成

人マ
参
加

料

無

料

※
申
込
期
限

9
月
お
日
(
月
)

{第

M
回
少
年
少
女
剣
道
大
会
一

マ
日

時

叩

月

羽

田

(
臼
)

、午
前

8
時
初
分

3

マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
の
小
・
中
学
生

マ
種
目

・
個
人
の
部
男
女
学
年
別

-
団
体

の

部

小

学
生
5
人
1

組
(
学
年
は
問
わ
な
い
)

1団

体

1
チ
l
ム

マ
参
加

料

無

料

※
申
込
期
限

9
月
日
日
(
月
)

平
嫁
あ
る
く
会

平
標
あ
る
く
会
で
は
、

9
月

例
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

マ
期
日

9
月
口
日
(
日
)

ボ

空
レ

会

球

パ

大

卓

(

)

球

(

会

道

水

会

)

)

大

剣

生

大

泳

始

育

、

学

育

水

間

体

道

本

体

時

合

柔

日

合

道

9
総

、

総

弓

(

民

ル

自

民

会
市
一

8
市
手

大

~

な

日

日

日

T

は
¥

※問い合わせは、総会公園管理

務所 (電話 35-2233) へ。

降
水
確
率
刊
軒
以
上
の
場
合
は

M
日
(
日
)
、
以
後
は
中
止

マ
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
付

近
、
午
前
7
時
印
分

マ
コ
l
ス
平
塚
駅
(
平
塚
始

発
8
時
2
分
に
乗
車
)
l新
橋

駅
:
・日
比
谷
公
闘
:
・皇
居
外
恕

・・・
東
御
獄
:・
北
の
丸
公
園
:
・
靖

国
神
社
・・・千
鳥
が
淵
公
園
~
:
国

会
議
事
堂
・・
・
日
比
谷
公
園
・
・
・
解

散
(
歩
行
距
離
約
8
J
M川
)

マ
交
通
費
二
千
円
程
度

マ
持
ち
物
弁
当
、
雨
具

マ
問
い
合
わ
せ
先
体
育
課

大
会
の
結
果

{第
詑
回
平
館
市
少
年
野
球
大

会
}

・
小
学
生
の
部
優
勝
大
野
ク

ラ
ブ
、
準
優
勝
港
フ
ァ
イ
タ

1
ズ

・
中
学
生
の
部
優
勝

A
S
A

H
I

B
A
S
E
B
A
L
L
 

C
L
U
B
A、
準
優
勝
港

セ
ネ
タ
1
ズ

【
第
何
回
平
塚
市
少
女
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
}

・
優
勝
下
山
下
少
女
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
、
準
優
勝
松
原
リ

ト
ル
ク
イ
ー
ン
ズ

{第
却
回
平
嫁
市
少
年
少
女
水

涼
大
会
】

今
大
会
の
新
記
録
は
次
の
と

お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

・
中
学
女
子
回
れ
自
由
形

伊
原
尚
映
(
山
城
氏
)
却
秒
山、

藤
間
芳
恵
(
鎌
倉
女
子
大
中
)

却
秒
初
、
小
川
育
子
(
山
城
氏
)

n
u
hタ
4
4

3
4
p
b
3
 

・
中
学
男
子
切
れ
自
由
形

小
林
篤
(
旭
陵
中
)
お
秒

m

.
中
学
女
子
切
れ
背
泳
ぎ

佐
藤
加
奈
(
山
城
氏
)
詑
秒
日

.
中
学
男
子
印
討
バ
タ
フ
ラ
イ

小
林
友
之
(
金
目
中
)
却
秒
口

.
小
学
女
子

m
M自
由
形

杉
田
好
(
勝
原
小
)
却
秒
白
、

寺
崎
和
美
(
旭
小
)
初
秒

m

.
小
学
男
子
印
肘
平
泳
ぎ

江
能
平
聡
(
中
原
小
)
訪
秒
M

.
中
学
女
子
百
れ
自
由
形

伊
原
尚
映
(
山
城
氏

)

1分
似

秒
初

・
中
学
男
子
百
計
自
由
形

小
林
篤

(
旭
陵
中
)
日
秒
部

・
小
学
女
子
印
討
バ
タ
フ
ラ
イ

杉
田
好
(
勝
原
小
)
認
秒
臼

・
中
学
女
子
二
百
計
リ
レ
ー

山
城
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
A

(
伊
原
尚
映
、
小
川
育
子
、
佐

藤
加
奈
、
井
上
静
香
)

2分
仰

秒
臼

・
中
学
男
子
二
百
計
リ
レ
ー

大
住
中
学
校
(
佐
々
木
透
、
井

沢
正
人
、
乾
谷
徹
、
石
原
瓦
哨
)

1
分
臼
秒

ω

・
小
学
女
子
二
百
れ
リ
レ
ー

旭
小
学
校
(
森
下
泉
、
池
田
か

お
り
、
亀
井
志
保
、
寺
崎
和
英
)

2
分

M
秒

%

匂ぬぬ沙?J.Q)~ 島町淘窃@③~0~
市の観光行事、観光施設、景勝地、

史跡、物産などが紹介されている観

光パンフレッ トが新しくなりまし

た。ご利用ください。

。内容 量豊かな自然がテーマの平塚

八景、文化施設、観光歳時記、湘

南ひらつか七夕まつり、総合公園、

ハイキングコース、平塚市全域の

観光ガイドマップ(裏面)など

商業観光課(内線549)-問い合わせ

。設置場所市役所市民相談室、商

業観光課、湘南ひらつか総合案内

所 、 各 地 区 公 民 館

各種目ともラケッ ト、シャ トル、ポー :

ルと、 上ぱき用運動ぐつの持容を。

。見附台体育館 判官邸1-3057)

・開放橿目 玉江球、バドミン トン、パスグツ

ト、ソフ トテニス(-16時}、バレー(16時-)

• 9月11日(月)午後 1時"'8時
• 9月25日(月) 1/ 

。金田公民館体育館 (篭話31-2136)

O金目公民館体育館 (旬結58-0101)

O神田公民館体育館 (包括55-0239)

0旭南公民館体育館 {包括3ト 2255)

・開放祖自 バレー(9時-13時)、パドミン

トン、点球(13時-16時}、バスケット(16

時 -20時)

• 9月4日(月)午前9時~午後8時
・9月18日(月) グ

偲胃rtJIJ@鏑磁盟

¥'--一 体竺竺ツカて)

| 総合併di
mzpbL@ 
滋議謡~ì与譲 A
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